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発 言 項 目 要　　　　旨

不妊治療についての現状と国で保険適用を行うとある
が実施時期はいつなのか。また、保険適用までの対策は
行うのか。

令和３年度以降の結
婚・出産・移住者への
取組について

令和２年１１月定例会一般質問発言通告表

発言
順序

氏名 　　齋　藤　和　文　　議員

結婚祝い金の現状と結婚新生活支援事業の実施を検討
しているのか。また、年間の婚姻届け出数の推移は。

　現状については。

　制度の見直しは行うのか。

市　　長
副 市 長
関係部長

　祝い金額について。

令和２年４月２７日までの特別定額給付金、令和３
年４月１日までの出産育児応援特別定額給付金につい
ては１０万円を給付するが、４月２日以降に生まれた
方については今後どのようにしていくのか。

　近年の市内出生数の推移は。

　出産祝い金の創設・恒久化を提案するが可能か。

　財源について。

　移住者への取組について。

　出産育児一時金について。

特別定額給付金及び出産育児応援特別定額給付金につ
いて。

　国で増額検討しているが現状は。

　出産費用の平均金額は。

実施まで時間がかかる場合、市で先行して平均金額
まで上げることについて。
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